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　伝統的工法で積む石垣は、築
つきいし

石（表面を飾
る石）と築石の背後に詰められた裏

う ら ご

込め石
（背後の法

のりめ ん

面と築石との間に詰める石）で
成り立っています。裏込め石は、排水やク
ッションとして
の役割を果たし
ます。今回のよう
な地震の場合は、
ほどよく力を分
散させるものと
考えられます。

　現代工法は、裏込め石の代わりにコンク
リートを使用します。築石を固定するため
安定しているように見えますが、地震の場
合は揺れを面として直接受けてしまい、大
きな被害に結びつくことがあります。
　小峰城石垣の場合、本丸南面にコンクリ
ートが用いられていました。これが面とし
て地震の揺れを受け、壁が一瞬にして前方
に倒れたと考えられます。

　国の史跡指定とは、貝塚・古墳・城跡・
旧宅などの遺跡の中で、日本の国にとって
歴史上または学術上価値が高いため、保護
が必要なものについて、文化審議会の審議
を経て、文部科学大臣によって指定された
遺跡のことです。

　二の丸と本丸をつなぐ
重要な門。

　本丸の表門。史料に忠
実に木造で復元されまし
た（平成６年）。

　本丸は「本丸御殿」が
あった場所です。三重櫓
は史料に忠実に木造で復
元されました（平成３年）。

　

東
日
本
大
震
災
で
崩
落
し
た
石

垣
の
撤
去
作
業
は
、
平
成
24
年
3

月
か
ら
今
年
の
9
月
ま
で
、
約
１

年
６
か
月
の
月
日
を
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
崩
落
箇
所
は
全
部
で

10
か
所
。
幅
の
合
計
は
１
６
０

ｍ
、
面
積
は
約
１
、５
０
０
㎡

で
、
撤
去
し
た
石
材
の
数
は
約
７
、

０
０
０
個
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

撤
去
し
た
石
材
は
、
１
個
ず
つ

大
き
さ
や
加
工
の
特
徴
、
再
利
用

が
可
能
か
ど
う
か
の
観
察
を
行
い

「
石
材
カ
ル
テ
」
に
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
、
崩
落
の
原
因
を
検
証

し
た
結
果
、
本
丸
南
面
の
大
規
模

な
崩
落
は
、
昭
和
の
時
代
に
行
わ

れ
た
現
代
工
法
で
の
修
復
工
事
の

際
、
石
垣
の
背
面
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
こ
と
が
大
き
な
原
因

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
小
峰
城

跡
」
は
平
成
22
年
8
月
５
日
に
国

の
史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
今
回
の
修
復
は
、
文
化

財
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
国
（
文

化
庁
）
の
補
助
を
受
け
、
歴
史
的

価
値
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
伝
統

的
工
法
で
の
工
事
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

約
４
０
０
年
前
に
、
白
河
藩
初

代
藩
主
の
丹に

わ羽
長な

が
し
げ重
が
築
い
た
石

垣
。
そ
の
壮
大
な
姿
を
よ
み
が
え

ら
せ
、
は
る
か
未
来
ま
で
存
続
さ

せ
る
た
め
に
は
、
先
人
の
知
恵
に

倣な
ら

っ
た
伝
統
的
工
法
で
の
修
復
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
の
わ
ず
か

7
か
月
前
に
国
の
史
跡
指
定
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

修
復
は
、
清し

み
ず
も
ん

水
門
〜
前ま

え
ご
も
ん

御
門
〜

本ほ
ん
ま
る丸
・
三さ

ん
じ
ゅ
う
や
ぐ
ら

重
櫓
ま
で
を
開
放
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
経
路

上
に
存
在
す
る
清
水
門
・
本
丸
南

面
・
前
御
門
・
三
重
櫓
の
修
復
を

最
優
先
に
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
崩
落
箇
所
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
修
復
を
進
め
除
々
に
開
放
範

囲
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
園
路
や
照
明
な
ど
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
景
観
の
阻

害
や
、
石
垣
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
樹
木
な
ど
も
整
理
し
て
い
き

ま
す
。

　

10
月
21
日
に
、
小
峰
城
清
水
門

前
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
本
丸
南
面
石

垣
（
１
工
区
）
を
修
復
し
て
い
き

ま
す
。

　

石
垣
が
構
築
さ
れ
る
姿
は
、
な

か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
機
会
で
す
。
そ
の
姿
を

多
く
の
方
が
目
に
し
、
小
峰
城
の

歴
史
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
見
学

会
を
開
催
し
、
修
復
の
状
況
を
公

開
し
て
い
き
ま
す
。
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伝
統
的
工
法
で
壮
大
な
姿
を
再
現

石
材
の
撤
去
作
業
・
調
査
が
終
了

崩
落
の
原
因
が
明
ら
か
に

国
史
跡
で
伝
統
的
工
法
が
可
能
に

壮
大
な
姿
を
未
来
ま
で
残
す

本
格
的
な
修
復
工
事
を
開
始

貴
重
な
作
業
の
様
子
を
公
開

三
重
櫓
の
一
般
開
放
を
最
優
先

経
路
上
の
石
垣
や
門
を
修
復

　

小
峰
城
の
石
垣
修
復
は
、
現
在
、
石
材
の
撤

去
作
業
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
「
小
峰
城
石
垣
再
生
へ
の
歩
み
」

の
拡
大
版
と
し
て
、
小
峰
城
の
〝
今
〞
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

連続掲載　未来へのたすき
小峰城石垣再生への歩み　拡大版
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1最も被害が大きかった本丸南面石垣
2石垣の背面に用いたコンクリートが倒れた
姿（本丸南面）

3樹木とともに石垣が崩れた竹之丸南面

①清水門
②前御門
③三重櫓

約250人が参
加した昨年の
見学会

法面

築石

裏込め石

築築石

裏裏

法面面
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